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市議会の概要 © 菊川市 

市議会の概要 

（令和４年４月1日現在） 
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昨年の政策討論会から 

政策討論会の
テーマを 

「ゴミ削減対策」
に決定 

班毎に分担し、意見 

交換や実情調査 

 ・Ａ班 現状把握 

 ・Ｂ班 リサイクル 

 ・Ｃ班 先進事例 

全体会で各班 

発表 意見交換 

全体会にて 

最終調整 

幹事会にて提言 

(素案)の作成 

全体会で提案
の発表、意見
交換すべての
意見を幹事会
でまとめる 

市長へ 

提言書を提出 

市長より 

回答書を受理 

継続して、 

事業・決算な
どでチェック 

政策討論会の流れ 

政策討論会 
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※１ 

※２ 

※３ 
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市長(執行部)からの回答 

 提言書の各項目に対し、関係部局から「現状」、「課題」、「今後の方向性」 

について回答書により全議員で説明を受けました。 

議会として、今後の事業施策や決算審査等の各段階でチェックしていきます。 

•出前行政講座等の開催時、幅広い世代の参加を呼掛ける。 

•講座開設の際、ゴミ減量とマイクロプラスチック問題等への
課題意識を持つような説明の実施。併せてゼロ・ウエイスト
への取り組みなども紹介する。 

•令和３年度中に廃食用油の拠点回収を開始する。 

•ごみの出し方や分別方法を分かりやすく説明する動画を作
成し、ＳＮＳにより配信し、周知する。 

•事業者がゼロ・ウエイストへの取り組みを理解し、実践する
啓発を進める。 

•小学校対象のゴミ減量、リサイクル推進及び、食品ロス削減
への意識啓発と理解促進を図る出前行政講座を実施する。 

１．ごみ排出量削減及びリサイクルの
目的について各世代へのアプローチを
出前行政講座等で積極的に実施する
こと。出前行政講座のメニューも、ゼ
ロ・ウエイスト(7R)、マイクロプラスチッ
クによる環境汚染問題を取り上げて、
さらなるゴミの排出量削減に対する意

識の向上を図ること。 

•食品ロス対策の実施計画を令和３年度内に策定する。 

•令和４年度より計画に沿った施策を進め、更に効果的な施策検討や
情報収集により、必要に応じて計画の見直しを行う。 

•一定数のゴミステーションをサンプルとして、毎年可燃ごみに含まれ
る食品ロスやごみ分別の現状と傾向を把握するための調査を実施し、
効果的なゴミ減量に繋がる事業実施を進める。 

２．「食品ロスの削減に関する法律」を
柱とした事業者と消費者が一体となった
食品ロス削減への取り組みを推進する

こと。 

•生ごみ処理機の補助金の増額を令和４～６年度を目途に行う。 

•ライフスタイルや住宅ごと適した機器や生ごみ処理方法を広報誌等
により周知する。 

•西方地区でバイオガスプラントによる発電事業を営んている様な環
境活動に熱心な事業者と連携し、食物残渣の有効・有益な処理を推
進する。 

３．焼却処理量削減のため、重量割合
の多い生ゴミを減らすことができる「家
庭用生ゴミ処理機」の普及について補
助金の増額等を含めて検討すること。 

•フリーマーケットを主催する団体と支援に関する意見交換を行
い、支援の方法についての協議・検討を進める。 

•インターネットを介してリユース可能品の譲渡ができる手法を
構築し、現在実施している品目以外のリユース促進を進める。 

４．リユース可能な物品を受入れる常設ス
テーションを新たに設置し、不用品バンク的
な環境でのリユース促進を検討すること。ま
た、リユース促進に寄与しているフリーマー
ケット主催団体への開催場所の提供等支

援を検討すること。 

•「我が家のリサイクルプラン」「マグシート」を含め、先進事例を
参考に効果的な手法を調査研究し、市民のごみ削減、リサイク
ル意識の高揚を図るため、環境衛生自治推進協議会などの関
係団体と協力し啓発活動を進める。 

５．家庭で出来るゴミ削減対策の推進を促
すことを目的として、「我が家のリサイクルプ
ラン」(仮称)の策定および食品ロス削減・雑
紙回収等の啓発用マグシートの全戸配布を

検討すること。 

•環境資源ギャラリーへの事業系一般廃棄物の出し方の周知、適
正排出説明会の開催及び、個別指導など、ごみ削減と分別の徹
底について理解を深める取り組みを進める。 

•実態把握のためのアンケート調査の実施 

•組成調査により指導が必要な事業者の把握と、事業者ごとの効
果的な指導方法の検討、実施。 

•市内事業所へ食品ロス対策の取り組みと併せてエコアクション
21の認証取得を積極的に行うよう啓発に努める。 

６．事業系一般廃棄物の低減を図ることを
目的とした調査・研究を行い、その結果を反

映した施策を実施すること。 
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環境資源ギャラリー 

リプレース(更新) 

     ◇ 環境資源ギャラリーについて 

 ・現在の施設は、稼働開始から１５年以上が経過し、 

  令和２年度に発生した重大トラブルの様に、多くの 

  機器に経年劣化が認められる。延命期間１０年の 

  大規模修繕には多額の費用(同施設新設に匹敵) 

  を掛ける必要がある。 

 ・令和３年度に発生した火災事故により、粗大ごみ・ 

  不燃ごみの処理が不能となり、外部委託による 

  処理が行われ、追加の経費が継続発生している。 環境資源ギャラリー 

掛川市菊川市 

両市役所 

情報共有  協議  意見交換 

掛川市菊川市 

周辺自治会 

第三者 

検討委員会 

掛川市菊川市 

両市議会 

住民合意 

• 施設の概要 

• 要望事項検討 

施設像 

• 施設の運営形態 

• 処理方法、対象物 

実施時期 

• 早期完成、運用 

• 持続可能な施設 

© 菊川市 
検討委員会 
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総務建設委員会 

委員会メンバー 

「菊川市の空家対策」 
     ◇ テーマ背景 

  ・菊川市の住宅・土地統計調査による空家は 

   平成１５年から平成３０年の１５年間で 

   ２倍以上に増加している。 

  ・適切に管理が行われていない空家等では、 

   安全性の低下、公衆衛生の悪化、景観の阻害 

   など、地域住民の生活環境に影響を及ぼす。 

計画、施策の確認 

担当課から説明を受け、
意見交換を行う。 

市内空家の視察 

持ち主の説明 
➀問題あり 

②適切な管理 

③利活用 

委員会協議 

➀意見共有 

②事例研究 

③対策案検討 

提言書の策定 

市長へ提出 

担当課と意見交換 

予算審査、実施
事業でチェック 

「公共事業、民間主導による開発」 

令和４年度委員会テーマ 

令和３年度委員会テーマ 
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　「公共事業、民間主導による開発」 
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総務建設予算審査 

総務建設分科会で審査された主な事業費      

委員会メンバー 

１．駅南北自由通路整備事業費  １億５，１２４万４千円 

菊川駅南北自由通路整備工事委託料 

５，１００万円 
南口駅前広場仮設工事費 

１億円 

普通旅費  １４万４千円 消耗品費  １０万円 

【自由通路】 
・鉄骨造２階建て 
・通路部：延長約９０ｍ、有効幅員４.０ｍ 
・階段部有効幅員：南口３.０ｍ、北口２.０ｍ 
・エスカレーター：南北各１基、有効幅員１.０ｍ 
・歩行者専用道路とし、自転車通行は禁止 
・エレベーター：乗用１１人乗り、南北各１基 
※自由通路南口ＥＶは下り１番線ホーム用と兼用 
※車いす・ｾﾆｱｶｰ対応、自転車・ｽﾄﾚｯﾁｬｰ非対応 
・北口自由通路階段下に公衆便所を設置 
  
【駅舎】 
・鉄骨造２階建て 
・形式：橋上化 
※既存駅舎が自由通路の支障となるため移転橋上化する 

・延床面積：約１,１００㎡ 
・階段：島ホーム２箇所、下り１番線ホーム１箇所 
・エレベーター：乗用１１人乗り、２基 
※下り１番線ホームＥＶは自由通路南口用と兼用 
・改札内に公衆便所を設置 

２．空家等対策推進事業費    ２０万５千円 

特定空家等判定手数料 

１万円 
空き家ワンストップ相談会負担金 

７万６千円 

普通旅費  ５万９千円 職員研修負担金  ６万円 

自由通路 

整備事業 
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教育福祉委員会 

委員会メンバー 

「高齢者の居場所づくり」 

     ◇ テーマ背景 

  ・「団塊の世代」800万人全員が75歳以上の 

   後期高齢者となる超高齢化社会の到来。 

  ・総人口1億2,257万人のうち、後期高齢者の 

   人口が2,180万人に達する。 

   ☞ 担い手不足・年金など 

              社会保障給付費の増加 

令和３年度委員会テーマ 

「幼保施設の現状把握と今後のあり方」 

令和４年度委員会テーマ 

 ５月１３日 

  〇 生活支援体制整備事業の説明 

  〇 高齢者の居場所づくり及び 

     社会福祉協議会の業務内容説明 

 ８月６日 

  〇 菊川市地域福祉計画及び 

     地域福祉活動計画の説明 

  〇 民生委員との意見交換 

 ８月２３日 

  〇 大阪府豊中市 社会福祉協議会 

     とオンライン研修 

 「ｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの活動について」 

 １０月５日 

  〇 お寺を活用した居場所づくり 

     「またきてカフェ in 報恩寺」 

    説明及び意見交換 

  １１月１５日 

   〇 「高齢者の居場所づくりについて」 

      提言書を市長へ提出 
             ⇩ 
    １２月２１日 市長より回答書を受理 

※４ 
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「幼保施設の現状把握と今後のあり方」 
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教育福祉予算審査 

教育福祉分科会で審査された主な事業費      

委員会メンバー 

１．幼保施設整備事業費    １，３１１万７千円 

測量設計調査業務委託料 

１，３１１万７千円 

２．保育事業費（保育支援）    １億３，０７５万８千円 

小笠北認定こども園 園舎建設  

  工事基本設計業務委託 

小笠北幼稚園 園舎の老朽化

等に伴う新園舎建設に係る基

本設計業務を委託する。 

特定教育・保育施設副食費補助金 

６０４万８千円 
保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金 

２，０９９万６千円 

保育士等就業奨励金 
３５０万円 

保育対策総合支援事業費補助金 

１，３１４万８千円 

多様な保育推進事業費補助金 

６，６０６万円 

障害児保育事業補助金 

８２９万６千円 

保育対策等促進事業費補助金 

２８６万５千円 

年度途中入所サポート事業補助金 

７５４万円 

普通旅費、職員手当等 

５１万円 

需要費、役務費、委託料 

１０１万３千円 

使用料・賃借料 

７８万２千円 
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予算決算特別 

委員会メンバー 

各会計予算審査 

一般会計  ２０５億 ３，６００万円 

  審査された各会計別予算＿    

国民健康保険特別会計 

４４億５，１６４万円 
後期高齢者医療特別会計 

５億４，１９２万円 
介護保険特別会計 

 ３７億６，４０４万円 

土地取得特別会計  １千円 

病院事業会計 

６８億３，２０８万円 

水道事業会計 

１８億９，４０１万円 

下水道事業会計 

１２億５，５５３万円 

令和４年度の予算 

につきましては 

広報菊川の４月号 

に詳しい内容が 

記載されています。 
広報菊川 ４月号 
ｖｏｌ．２９６ 

© 菊川市 
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 〇 もっと詳しい説明が聞きたい 
 〇 別の件で、聞きたいことがある 
 〇 何でもいいから、議員と話したい など 

© 菊川市 

議会事務局 

問合せ先 

市民説明会について 

（ＨＰ下段の「お問い合わせ」から） 

そんなときは・・・ 

市民説明会という方法があります‼ 
  
菊川市議会基本条例 
  第１３条 ３項 
   委員会は、市民からの要請に応じて審査の経過等を、説明する 
   ため、市民説明会を積極的に行うよう努めるものとする。 
 
市民説明会（委員会）概要 
 対象者 
  ・市民（市内に在住する個人及び市内で活動する法人その他の団体）とする。 
  ・概ね１０人以上を目安とする。 
 実施日時 
  ・概ね午前９時～午後９時の間で開催し、土日も実施する。 
  ・時間は概ね２時間を目安とする。 
 会場 
  ・会場の手配は申請者にお願いする。（お金がかかる場合は申請者の負担） 
  ・原則として市内で開催する。 
 内容 
  ・委員会での審査案件・経緯・結果について説明し、意見交換をする。 
 手続き 
  ・議会事務局で受付し（電話も可）、その後、委員長と申請者が協議して詳細 
   （会場、日時、内容等）を決定する。 

※議会事務局まで、お気軽に ご連絡ください。 

© 菊川市 
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【用語解説】

※１「リプレース」（Ｐ７）
　ｒｅｐｌａｃｅ　　置き換えることを意味する英語。既存のものに取って代わること、交換すること。

※２「ゼロウエイスト(7R)」（Ｐ７）
　イギリスの産業経済学者マレーが提唱した概念。ごみを焼却、埋立て処理をせず、資源の
浪費や、有害物質・非再生可能資源の利用をやめて環境負荷を減らしながら、たい肥化など
の物質回収や再生可能エネルギー利用、リサイクルによって、ごみをゼロにする考え方。
　７Ｒは、「Ｒｅｆｕｓｅ：断る、Ｒｅｄｕｃｅ：減らす、Ｒｅｕｓｅ：何度も使う、Ｒｅｆｏｒｍ：つくり直す、
Ｒｅｐａｉｒ：修繕する、Ｒｅｎｔａｌ：借りる、Ｒｅｃｙｃｌｅ：原料に戻してつくり直す」の７つの頭文字「Ｒ」

※３「啓発用マグシート」（Ｐ７）
　表面に情報・知識・気づきなどの周知事項を印刷やフィルムにより表示したマグネットシート。
スチール製の素材に貼って、情報伝達を行うもの。紙類よりも長く保管してもらうことができる。

※４「コミュニティソーシャルワーカー」（Ｐ１３）
　イギリスにおいて提案されたコミュニティに焦点をあてた社会福祉活動・業務の進め方で、
地域において、支援を必要とする人々の生活圏や人間関係等環境面を重視した援助を行う
とともに、地域を基盤とする支援活動を発見して支援を必要とする人に結びつけたり、新たな
サービスを開発したり、公的制度との関係を調整したりすることをめざし、活動する人のこと。

※議会事務局まで、お気軽に ご連絡ください。 
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